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令和５年度 第２回大田区ＳＤＧｓ推進会議 議事録 

 

日時 令和５年１１月１３日（月） 

午後４時００分から午後６時００分まで 

会場 区役所本庁舎２０１・

２０２会議室 

出席者 

 

■出席 

□欠席 

■村木会長  ■高木副会長 ■小林委員 

■北村委員  ■磯委員  ■藤原委員 

□諏訪委員  ■海老名委員 ■齋藤委員 

■大木委員  ■山田委員 

傍聴者 ８名 

配布資料 資料１ 大田区ＳＤＧｓ推進会議委員名簿 

資料２ 令和５年度第１回大田区ＳＤＧｓ推進会議議事要旨 

資料３ 事務局資料（１） 

資料４ 事務局資料（２） 

資料５ 事務局資料（今後のスケジュール） 

参考１ 大田区ＳＤＧｓ未来都市提案書 

参考２ 超専門技術ミニ展示「減らす展」（11月８日開催） 

次第 １ 開会挨拶 

２ 新委員の紹介・挨拶（藤原委員） 

３ 議題 

（１）自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会委員による現地視察及び

意見交換 

（２）「新産業と匠の技が融合するイノベーションモデル都市」の実

現に向けて 

（３）ＳＤＧｓの達成に向けた区民、企業、関係団体等の行動変容 

４ 今後のスケジュール 

 

１ 開会挨拶 

〇野村企画調整担当課長 

時間になりましたので、ただいまより令和５年度第２回大田区ＳＤＧｓ推進会

議を開催いたします。本日はお忙しい中お集まりいただき、ありがとうございま

す。私は本会議の事務局を務めさせていただいております、企画調整担当課

長の野村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議は議事録作成のため録音させていただきます。また、議事録は

区のホームページで公開させていただきますのでご了承ください。では、会議

の開催にあたりまして、企画経営部長の齋藤より挨拶をさせていただきます。 

 

〇齋藤委員 

みなさんこんにちは。企画経営部長の齋藤でございます。今日は傍聴の皆
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様ありがとうございます。このＳＤＧｓの推進会議につきましては、今年度第２回

目ということでございます。第１回を７月に、鈴木大田区長参加のもとに開催さ

せていただきました。そんな中で、前回は、ダブル選定都市になったということ

で、区として、庁舎のステッカー掲示などありまして、ＰＲ活動も進めさせていた

だきましたが、それよりももっと大事なことが、区民の皆様方あるいは事業者の

皆様方に、行動変容を促させていただくことでございます。 

今日の議論の中では、そういったところもご指摘ご意見いただければ幸いで

ございます。ＳＤＧｓは当然のことながら２０３０年でございますので、あまり残さ

れた時間はないということでございます。そうしたことから即効性のある事業を

中心に、何とか我々としても取組に全力を挙げたいと考えておりますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

２ 新委員の紹介・挨拶（藤原委員） 

〇野村企画調整担当課長 

齋藤部長ありがとうございました。続いて、人事異動に伴い委員の交代がご

ざいましたので、紹介させていただきます。 

高橋委員に代わり、新たに委員となっていただきます、東京ガス株式会社

地域共創カンパニー東京中支店支店長の藤原様でございます。藤原様、一

言ご挨拶のほどよろしくお願いいたします。 

 

〇藤原委員 

皆さんこんにちは。今ご紹介いただきました、東京ガス東京中支店の藤原で

ございます。弊社の人事異動に伴い、１０月から着任し、今回からこの会議に

参加させていただくことになりました。前任の高橋は、東京ガスネットワークとい

う会社の東京中支店という位置づけでした。弊社は１０月から、東京ガスネット

ワークから東京ガスに戻って、この体制を作り上げるということになっています。

より皆さん、各自治体の皆さんに寄り添って、迅速な対応していくというところで

は、東京ガスグループ全体でやったらいいだろう、というそんなことでの組織移

動に伴うことでございます。 

ということで、これからもぜひ皆さんと一緒にこの活動に参加して、何とか形

でご尽力できればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

３ 議題 

〇野村企画調整担当課長 

藤原委員ありがとうございました。次に本日の資料ですが、ペーパーレス推

進の観点から、前回会議に引き続き、お手元のタブレットまたは会場内のプロ

ジェクターにより資料をご覧いただく形とさせていただきます。 

資料につきましては、資料１が推進会議委員名簿、資料２が前回の議事要
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旨、資料３が事務局資料（１）、資料４が事務局資料（２）、資料５が事

務局資料として今後のスケジュール、参考資料として、未来都市の提案書お

よびミニ展示会「減らす展」をご紹介する資料となっております。最後に、意

見交換時の参考資料としまして、きらぼし銀行様の方から、本日の意見交

換にあたって資料の方を頂戴しておりますので、後ほどご紹介させていただ

きます。 

それでは議題に進みますので、進行を会長にお願いさせていただきます。

村木会長よろしくお願いいたします。 

 

〇村木会長  

はい、ありがとうございます。それでは早速始めさせていただきたいと思い

ますが、本日もどうぞよろしくお願いいたします。それでは、議題１の「自治体

ＳＤＧｓ推進評価調査検討会委員による現地視察および意見交換」、それと

「新産業と匠の技が融合するイノベーションモデル都市の表現に向けて」に

ついて一括してご説明をお願いします。 

 

〇野村企画調整担当課長 

それでは事務局資料について説明します。資料３ページをご覧ください。 

まず、議題１の自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会委員による現地視察及

び意見交換についてですが、これはＳＤＧｓ未来都市のダブル選定都市を対

象に、未来都市の審査委員が各都市を視察し、今後のＳＤＧｓ推進について

意見交換を行うというものです。資料２ページに記載があります通り、８月２日

に、ＳＤＧｓ未来都市の審査委員でもあった東京大学名誉教授の村上座長と、

東京大学大学院工学系研究科の藤田教授のお二方に対し、大田区の提案の

核でもある羽田イノベーションシティを紹介いたしました。村上座長からは、Ｇ

ＡＦＡのような世界を席巻している巨大な情報テックの背景には、ものづくりが

あり、大田区のものづくりの蓄積が、情報テックだけではできない部分を埋めて

いる、といったご意見や、中小企業のものづくりの中に大いなるイノベーション

があり、大田区はそのモデルを作っているということを広めてほしい、といった

ご意見をいただきました。 

また、藤田委員からは、ＰｉＯＰＡＲＫを軸に海外の企業とも連携していること

などを踏まえまして、ＨＩＣｉｔｙと空港と海外の繋がりの展開が、既にいくつかの

対象で具体化していることがわかった、自治体ＳＤＧｓモデル事業の先進例とし

て、他の自治体と共有することを期待する、といったご意見や、大田区ならで

はの都市近接型の産業を形成し、マーケットの近接性、輸送コストの最小化等

など、２１世紀型のものづくり拠点としての強みを内外で共有するにあたっては、

ＰｉＯＰＡＲＫのようなところがマーケティングのサテライトになる、という期待があ

るといったご意見をいただきました。 
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委員のお二方からいただいたご意見は、大田区の提案書について特段修

正を求める内容ではございませんでしたので、提案書につきましては、今後、

正式に計画として策定させていただきますが、このように強い期待を込めた意

見をいただきましたので、未来都市の提案で描いた将来の姿を実現するため

に、取組を加速させていく必要があるかと思います。 

そこで本日の議題２の「新産業と匠の技が融合するイノベーションモデル都

市」の実現に向けてですが、資料４ページをご覧いただきますと、大田区が提

案書で示した、２０３０年の姿のおさらいとなりますが、高度な技術を持つ国内

有数のものづくりのまちという側面と、羽田イノベーションシティを起点に、新産

業を創造・発信するまちという二つの側面を結びつけ、大田区ならではのイノ

ベーションを創出する、というコンセプトで提案を行いました。 

また、経済・環境・社会に分けた姿は５ページに記載しておりますが、このう

ち、モデル事業に特に関係の深い記載は、提案における核となる部分とも言

えますので、資料中の文章でも色分けして示しております。経済では青書きし

て示しておりますが、新産業と匠の技の結びつきに関する文章、環境は水素

の利活用等を意識した文章、社会は次世代の担い手の構築という子どもたち

の教育に関する文章をそれぞれ色分けしております。 

次のページ以降で、それぞれの色部分に対応する主な取組状況を紹介い

たしますが、経済は本日のメインの議題となりますので、まず環境と社会から説

明させていただきます。 

資料６ページをご覧ください。こちらは環境分野に関する取組ですが、左側

には、経産省傘下のＮＥＤＯ事業によるＣＯ２フリー水素活用モデル調査を記

載し、記載しております。 

これは川崎市やＥＮＥＯＳ、空港施設株式会社様等と連携した、区の水素利活

用のニーズやポテンシャルを調査する取組です。昨年の１０月から今年の９月

にかけて調査を行い、現在、報告書の公表に向けた準備を進めております。

ただ、こちらの値の公表までは詳細に言及することはできませんので、本日は

調査スケジュールの状況報告にとどめさせていただき、また詳細については後

日報告をさせていただきます。 

そして資料右側につきましては、今年度より開始しました、大田区がリーダ

ーとなって、２３区の水素利活用について調査を行う取組ですが、現在は国内

外の先進事例等を収集し、２３区においてどのような形での水素利活用が適す

るかの調査・検討を行っております。水素に関してはこのように、それぞれ利活

用に向けた検討体制が存在しますので、この推進会議で水素の検討を進めて

いくというよりは、当面はそれぞれの調査に委ねていく形で検討を進めていき

たいと考えております。 

続いて７ページをご覧ください。こちらは未来都市の提案書にも掲載しまし

た、企業と連携しながら、子どもたちの創造的な質を育むための取組ですが、
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令和７年度の全区立小学校への新教科導入に向けて検討を進めております。

この他の社会の取組としましては、資料８ページに記載があります、本日の後

半の議題でも説明しますが、大田区オリジナルＳＤＧｓロゴマークの投票の際に

子どもたちにも関わっていただくことから、ロゴが決定した際に児童生徒に配

布するロゴマーク入りエコバックに関する記載や、また資料下段では、小学校

における、地球温暖化をテーマとしたトークセッションや、中学校生徒会代表

者意見交流会における、ＳＤＧｓをテーマとした意見交換などを記載しておりま

す。 

続いて、本日の議題にも大きく関わってくる、経済分野の取組について紹介

いたしますので、９ページをご覧ください。未来都市の提案書の主要拠点でも

ある、羽田イノベーションシティにおける取組として、入居企業がＨＩＣｉｔｙの実

証を踏まえた上で、電池レスセンサーによる、がけ崩れ現場の遠隔監視を試

行実施しているという事例があります。また、資料下段では、ＰｉＯＰＡＲＫにお

ける連携事例として、精密板金加工を得意とする区内企業とアパレルセレクト

ショップがＰｉＯＰＡＲＫで出会い、デザインや機能性に優れた焚き火台と、ラン

プシェード開発、製品化したという、まさに匠の技と新しいアイディアが結びつ

いたといえる連携事例などがございます。 

次の１０ページでは、今後実施予定の取組として、資料上段に記載のありま

すとおり、三井住友銀行様と連携する形で、今年の１２月１２日にＰｉＯＰＡＲＫ

におけるＳＤＧｓをテーマとしたリバースピッチの実施を予定しております。また、

日本政策金融公庫大森支店様からは、資料下段にございますが、自治体に

おける新たな資金調達支援策の共同研究提案をいただいており、こちらも現

在検討を進めているところでございます。 

続いて１１ページでは、７月にＳＤＧｓ推進に関する連携協定を締結した以降、

およびリコージャパン様と先方のシニア現役社員を区内中小企業に在籍出向

させるという、人材交流手法の検討を進めており、来年度からモデル事業とし

て実施する予定です。資料下段では、令和５年９月４日に東京商工会議所大

田支部の交流会（ミドルサロン）において、大田区のＳＤＧｓ推進をテーマとした

意見交換を実施、との記載がございますが、こちらは本会議の委員でもある、

海老名委員による呼びかけで、東京商工会議所大田支部の４５歳から６５歳の

中堅委員の皆様と、今後の区のＳＤＧｓ推進をテーマに意見交換を行ったもの

です。９月４日の意見交換では、それぞれの取組の紹介や現状認識が主な内

容でしたので、他自治体も含め、今後はもう少し参加者を広げる形で、今年度

はもう一度開催できればと考えております。 

この他に、ＰｉＯＰＡＲＫにおける直近の取組について紹介させていただきま

すので、まず参考資料の方に移らせていただきます。 

参考資料２となります。今モニターに映っている資料です。こちらは１１月８

日に、ＰｉＯＰＡＲＫで実施した展示会「減らす展」の紹介スライドです。製造過
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程の様々なロスやコストを減らすことをテーマとした展示会を開催し、出展１６

社、来場者数３０２人、商談３００件という実績でした。また商談のうち、７４件が

成約見込みであり、全てが成約した場合は、約２，５００万円程度の金額とのこ

とです。こちらも直近の取組ですので、参考までにご紹介させていただきまし

た。 

では、事務局資料の資料３の１１ページにお戻りいただきます。今モニター

に映っている資料です。このように経済分野に関する様々な取組を進めてい

ますが、２０３０年の姿として描いた、新産業と匠の技が融合するイノベーション

モデル都市を実現するためには、さらに多くの企業の皆様と、一緒になって大

田区内推進に向けた取組を行っていく必要があるかと思います。 

今後も様々な手段を通じまして、企業の皆様に協力、連携を呼びかけてま

いりますが、より多くの企業の皆様にご協力いただくためには、単に呼びかけ

を行うのみではなく、それに伴うインセンティブが必要だと考えております。 

そこで現在検討しておりますのが、こちらの資料の右下の方に記載がござい

ますが、ＳＤＧｓ認証制度の構築です。本日はこの認証制度について、皆様か

らご意見を伺いつつ、今後に向けた検討を進めてまいりたいと考えていますが、

意見交換の前に、まずＳＤＧｓ認証制度は一般的にどのようなものかを、１２ペ

ージ以降で説明させていただきます。 

資料１２ページをご覧ください。１２ページから１４ページにかけましては、内

閣府の地方創生ＳＤＧｓ登録認証等制度ガイドラインから引用した資料となっ

ておりますが、そこではＳＤＧｓ認証について、資料の右側に記載しております

が、地方公共団体がＳＤＧｓに貢献しようとする地域事業者等を「見える化」す

ることで、対外的なＰＲ効果の向上による事業機会の拡大や地域経済の活性

化につなげる、とされており、またその下の、「見える化」を通じて、地域の金融

機関、大学等様々なステークホルダーとの連携促進や企業のさらなるＳＤＧｓ

の推進に繋げるもの、こういった形で規定されております。 

内閣府によりますと、この認証制度は、大きく分けて１３ページに記載の三つ

の種類がございます。一番左側の、事業者が取り組む意思を宣言する「宣言」、

真ん中の、事業者が取組を表明・自己評価する「登録」。一番右の、第三者が

事業者の取組を評価する「認証」、がありまして、資料１３ページの下段にある

非認証主体の要件も、右に行くほど厳しいものとなっております。そして基準

が厳しくなるほど、当然インセンティブも大きいものとなり、１４ページの内閣府

の資料では、中段の地方公共団体からの支援のインセンティブの例として、

「宣言」では、イベント等での優遇など。また「登録」では、それらに加えて、ビ

ジネスマッチングの強化。「認証」では、さらに公共調達や補助金交付におけ

る融通、などが想定されております。以上が内閣府の資料ですが、１５ページ

では他自治体の認証制度の例を参考に掲載してございます。 

横浜市では、横浜市総合評価落札方式の評価項目への加点や利子補給
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制度や、ＳＤＧｓ横浜資金という融資制度の対象となるといったインセンティブ

が用意されており、資料右側の認証基準では、環境・社会・ガバナンスおよび

地域の四つの分野３０項目で評価を実施し、三つの区分で認証するといった

ものになっております。 

２段目の北区では、制度融資上の優遇や総合評価方式における評価項目

の対象とするなどのインセンティブを設定し、また認証基準では、７０項目のチ

ェックリストのうち、７０％以上に該当することや、具体的目標を三つ以上設定

すること、などが挙げられています。 

一番下の豊田市では、入札加点や補助金の補助率や補助上限の上乗せ、

というインセンティブのもと、認証基準では８０項目の評価を行い、評価に応じ

てゴールド、シルバー、ブロンズの三つの区分で認証するという制度となって

おります。 

次の１６ページでは、先程例として挙げた、北区の７０項目の認証基準の一

部を抜粋して記載しております。こちらは、資料の右側にございます、食品ロス

やペーパーレスといった、ＳＤＧｓという言葉から意識しやすいそういった基準も

あれば、一番下の区の歴史、文化、魅力を把握して発信しているといった、Ｓ

ＤＧｓのゴールやターゲットを広く認識してないと意識しにくいような、そういった

審査項目もございます。 

以上、未来都市の提案書で描いた姿の実現に向けた、区の取組および認

証制度の概要について説明いたしましたが、本日は事務局で、これから制度

構築に向けた検討を進めていこうと考えている、ＳＤＧｓ認証制度について、ど

のようなインセンティブ、認証基準を検討していくべきか、という点について、ご

意見をいただければと考えております。 

これからまさに検討を始める段階であり、本日の会議で何かを確定するとい

うものではございませんので、本日はそれぞれのお立場やご見識をもとに、ざ

っくばらんにご意見をいただければと考えております。また、意見交換のポイン

トの２番として記載しておりますが、この認証制度に限らず、未来都市提案書

のあるべき姿の実現に向けて、こういう視点の取組、検討が重要だという意見

がございましたら、その点もあわせてご意見をいただけますと幸いです。 

では事務局説明は以上となります。 

 

〇村木会長 

ありがとうございました。ここまでの説明を踏まえてご意見、ご質問があれば

お伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

〇小林委員 

ご説明いただきありがとうございました。内容についてよく理解ができました。 

インセンティブという観点でいくつかお話させていただければと思いますけ
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れども、一つはやはり、金利ですとか開発的な動機づけといったところが、実

際に我々も企業様と接している中で動機になっている企業さんも一定数いる、

という意味合いですと、効果はあるものかなと思っております。ただ一方でデメ

リットの側面というのは、経済的メリットだけですと、そこで足を止めてしまう企業

も一定数いらっしゃる、というところです。いかに内発的な動機というか、継続

的な取組に昇華させていくか、といったところが肝になっていくかなと思ってお

ります。その点においてどういう形が良いかというと、認証のシステムの中で、

いかにＰＤＣＡの中に組み込んでいけるかが非常に大事になっているかなと思

っております。 

例えばですけれども、省エネをどれぐらい頑張っているかももちろんですけ

れども、例えば、継続的に従業員に対して環境に関連する教育しているとか、

あとは、改善提案が上がってくるような仕組みなどを構築できているか、といっ

たところを認証にすることにより、点ではなくて線のところを評価してあげると、

外発的な取組でも、そこから足を止めてしまうところを少しは防ぐことができるの

かなと思っている、というところが一点ございます。 

もう一点は、企業が取り組んでいく先に、おそらく大田区さんの方で、ＳＤＧｓ

未来都市計画で掲げた目標に近づいてほしいという思いがあるかなと思って

おりますので、事例の方では挙がっておりませんでしたけれども、北九州市さ

んの事例が一つ参考になるかなと思っています。というのは、実際チェックリス

トとＳＤＧｓ未来都市の北九州市のＳＤＧｓ未来都市の中にどこと接点があるの

かというところと紐付けるような項目が用意されているような形になっております。

そうすると、企業様が実際にこの認証を取る際に、企業が自ずと未来都市計画

を見ないと登録ができなくなるという意味合いでは、そういったところから自治

体に向かうベクトルと産業の向かうベクトルを合わせていくことが大事になって

くるかなと思っております。私からは以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございました。北九州市では具体的にどのような取組を行っている

のですか。 

 

〇小林委員 

一般的なＳＤＧｓの認証制度という意味合いでは、ご紹介いただいたものと

同じですけれども、１５ページのところの横浜市ですとＳＤＧｓのところで３０項目

についてチェックしていくような形、北区ですと７０項目に対して７０％以上を網

羅していくようなチェックリストになっているかなと思います。けれども、北九州

市の場合は、活動を棚卸していただいた先に、北九州市の未来都市計画で、

これはこの目標に該当します、のように環境の（１）の①とかという形で、ＫＰＩだ

ったと思いますが、これに該当する取組はこれです、というような形にすると、
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未来都市計画との連動がこのチェックリストを使うことによって図れる、というよう

な仕組みがあって、工夫されている点かなと思っておりますので、そのような内

容になっているというところです。 

 

〇村木会長 

ありがとうございました。他の行政でやられているような認証基準をどうやっ

て大田区版に変えていくことができるか、そういうところですね。他はいかがで

しょうか。 

 

〇海老名委員 

他の自治体の事例を出していただきましたが、どれぐらいの企業が取り組ん

でいるのでしょうか。つくっても取り組む企業が少ないとあまり意味がないので、

実際、他の自治体でどれぐらいなのか、毎年伸びているのか、みたいなデータ

はありますか。 

 

〇野村企画調整担当課長 

例示した３つの自治体について調べてございます。非公表もふくまれている

のですが、まず横浜市がかなり多くて、６３０が登録されている。北区は公表を

確認できなかったのですが、豊田市は４３です。数に大きなバラツキがあり、ど

うしてこの差がついているかまでは調査できていないのですが、ヒアリングなど

をしていきながら、多い自治体や少ない自治体の課題などを確認していきたい

と考えております。 

 

〇小林委員 

１つだけいいですか。伸びている自治体の例としては、建設業さんで入札の

ときに有利にするような取り入れ方をされているような自治体さんもいらっしゃっ

て、そういったところでいくと、建設業の企業数が圧倒的に伸びているなんて

いう例を見聞きしたことがあります。 

 

〇村木会長  

そうすると、金利以外にもどのようなインセンティブがあるのかを、もう幅広に

考えて、多くの企業がこれをやれるような状況につくっていくことが大事かもし

れないですね。他いかがでしょうか。 

 

〇齋藤委員  

逆に海老名社長にお聞きしたいのは、こういう認証を受ける側の立場として、

どういうものが動機付けになるかとか、こういうので十分それに該当するのか、

などを教えていただければと思います。 
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〇海老名委員 

大田区の特徴を踏まえると、新産業をつくるとか、開発に取り組んでいるとか、

開発を視点に入れてみてはどうか。 

 

〇磯委員 

インセンティブは、まずターゲットをもう少し明確化しないといけない。横浜市

の方でいろんな業者で必死になって登録しているのを知っています。ＳＤＧｓ

の目標としては違うのではないかなと。それから入札だとか、金利とか、ＳＤＧｓ

の方向性として違うような気がします。 

大田区としては、もう少しインセンティブの大きな目標を議論して出した方が

いいのではないでしょうか。これを取ったら、何か自分だけがメリットあるからい

いではなくて、区民全体がメリットあるとか、区がメリットあるよって、その部分を

まず議論すべきではないでしょうか。 

 

〇村木会長  

磯委員がおっしゃったことは大事ですが、ＳＤＧｓに積極的に取り組みたいと

思っているところと、そうではないけれど、取り組んだ結果それがＳＤＧｓで評価

されていることなんですよ、と後付けに説明してあげると、そうだったんだ、そう

いう参加のあり方もあるのかと。やり方として綺麗じゃないかもしれないですが、

いずれにしても参加者が増えて、結果論としてそこの市域が良くなれば、みん

な幸せっていうそういうことなのではないかなと、私は思います。磯さんがおっ

しゃっていることが正論ですが、正論で行くと参加してくれない人もいるので、

やり方がおかしくないのかと言っても、あなたのやっていることは、本当は良い

ことなんですと、言ってあげられた方がいいと思います。 

 

〇磯委員 

そうするとやはり、もう少しＳＤＧｓのある原点をということになりますよね。 

 

〇村木会長 

原点は何かあるかもしれないですが、どれだけ多くの人がそれに参加して、

メリット作るとみんなやるっていうのがあるので、強制できないっていうことはど

れだけいろんなメリットが考えられて、それがＳＤＧｓの中に当てはめられるかと

いうことなのかな、と私は思います。 

 

〇磯委員 

最後ですが、やはりもう少し大田区ならではのＳＤＧｓの参加の仕方を少し議

論してもいいのかなと思います。 
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〇村木会長 

ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

 

〇北村委員 

会長もおっしゃったところで言いますと、企業がごく当たり前に取り組んでい

ることが、無駄の削減に繋がっていることがいっぱいあるはずで、ＳＤＧｓに関

わることをうちの会社が１社やったからって何の影響があるの、と思われがちな

ケースが、お客様とお話してると多々あります。でも、これ実は価値があると思う

んです、と背中を押してあげてもなかなか伝わらないところもあったりするので、

インセンティブか何かで引っ張り出してあげるっていうことは効果があるんじゃ

ないかな。そうしないと、参加メンバーが増えない。参加メンバーを増やすこと

は、今の大田区さんにとって非常に重要なキーワードだと思いますので、入札

なのか補助金なのかで何か差をつけてあげるという方法も、もしかしたらあるの

かもしれません。 

 

〇小林委員 

磯委員のおっしゃるところが本質にはなってきますが、北村委員もおっしゃ

っていただいたような参加者、ＳＤＧｓのコンセプトが誰ひとり取り残さないという

意味合いですと、こういう入口としては綺麗ではないかもしれないですけど、外

発的なところの割合の方が多いかなというところが、我々もいろいろ企業調査と

かしていると感じるところあります。 

なので、入口はこういったところはやむを得ないところかなと思うが故に、何

をもって認証を取らせるかといったときに、その評価の仕組みの中に磯委員の

おっしゃるようなその後ろにある大きな目的みたいなところを、評価の仕組みの

中で入れられるかどうかっていうところが、落としどころになるのかなと一つ思い

ます。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。他にいかがでしょう。 

 

〇齋藤委員 

お聞きしたいのですが、環境分野でも企業がＩＳＯ１４００１を取られていると

思います。取得する動機づけが何なのか、その辺を教えていただけないです

か。 

 

〇小林委員 

ＩＳＯ１４００１は１つ製造業の中ではマネジメントシステムを評価しているので、

私が冒頭申し上げたような、ＰＤＣＡを評価して、仕組みができているかどうかと
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いうのが大事になっているという意味なので、そういう意味で点的なものではな

く、線で評価しているというところで、継続的な受注が見込めるとか安定した納

品が期待できるかっていうところ。そういったときにサプライヤー向けに対して

ひとつＰＲになるというところなんですけれども、ＩＳＯ１４００１、中小企業向けで

すと、エコアクション２１等々がございますけれども、その辺りも一定程度浸透し

てきてって言った中で、規格を取ることが全てかというと、対サプライヤー向け

の効果が一つあるにはあるんですけども、その一方で、あると聞くのが従業員

向けの中の教育の観点で、あの規格に倣ってやるっていったところが、一つ効

果がある、というのを社長様のインタビューから聞いたことがございます。 

経営の中で、自社の調達から出荷まで、どこで環境負荷を出しているかみ

たいなところが、一つ棚卸できる仕組みにもなっているものになっておりますの

で、そういった意味合いで、従業員に対する環境教育っていう観点でＩＳＯ１４０

０１なんかを利用される会社さんもいらっしゃる、というところは聞いたことござい

ます。 

 

〇村木会長  

他いかがでしょうか。 

 

〇高木委員 

小林委員からも外発的なインセンティブと内発的な動機づけ、この二つは今

のご議論を伺っていて、内発的な動機付けも我々は諦めてはいけないんだろ

うなと思っています。その中で、隣の川崎市なんですけども、もう既に３，２００を

超える事業者の登録認証を制度的に行っているので、人口規模が違いますけ

れども、なぜそういったことが可能になったかっていうのはヒアリングする必要

があるだろうなと思います。 

私が知っているところであれば、川崎信用金庫さんという地域の金融機関と

協力することで、事業者様との間を繋いでいただいて数増やしているっていう

ようなところはあるので、その辺の要因をいろいろと分析していくことが必要かと

思います。もう一つ、先程の北九州市の例がありましたが、ＳＤＧｓの１７の目標、

これを網羅的に見ていくのか、それとも、北九州市がやっておられるように、大

田区の例えば２０３０年のあるべき姿は、我々はもう既に設定していますから、

そこから翻って、バックキャストでどうそこに紐づいていくのか考える、二つのア

プローチがあるだろうと思っています。 

基本的には後者の方が、首尾一貫性が非常に高いのかなと思いますので、

我々がやっているあるべき姿を丁寧に説明しながら、そこにどう紐付くかってい

う制度を構築していくというのは一案かなと思います。 

 

〇村木会長  
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おそらく、バックキャストをやらないと間に合わないですよね。だからそのゴ

ールの達成のためにはいつの時点にどこまでやってないといけなくて、それに

少しでも協力してくれる人を増やしていく、っていうことですよね。 

筋書きをつくることがすごく大事なのかなと思います。他いかがでしょうか。 

 

〇小林委員 

今、高木先生のお話ですけれども、まさに私も後者の方が大事かなと思って

いて、これが多分おそらく、磯委員と北村委員の話と通じるかなと思っていて、

１から１７ゴールと並べて紐づけていくっていうと、どの自治体でも結局変わら

ない形になると思います。 

バックキャストのときは、昨年度やはり大田区らしさみたいなところを追求した

結果が今に至っていると思っているので、そこからバックキャストしないでこの

認証制度を作ってしまうと、昨年度積み上げたものの繋がりが見えてこないか

なと。ひいては大田区らしさ、大田区が出していくものっていうところが勿体なく

なってしまうので、大変かもしれませんが、後者のアプローチの方が、非常に

良いかなと思います。 

 

〇磯委員 

大田区で一番の問題というのは、やっぱり人手不足なんです。人手を集め

るには、企業のイメージを上げないと、最近の若い人たちってＳＤＧｓとＥＳＧっ

て、我々以上にものすごく敏感なんですよね。 

ですから、インセンティブ云々ありますけども、やっぱり大田区ってそういう環

境問題に取り組んでるねと。どこの企業も非常に前向きにＳＤＧｓ取り組んでる

ねっていうことで、非常に若い人にアピールできると思いますよ。 

我々は本当に人を探して、面接するのも大変ですが、若い人の方がそっち

の質問ってかなり出ます。ですから我々のような業界云々という発想と違うので、

若い人の意見って取り入れるべきですね。すごく今の若い人たちって、クリー

ンだと思います。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。今お話を聞きながら思ったんですが、バックキャストし

ていくって言ったときに、大田区のＳＤＧｓってかなり絞った内容だった。 

そうするとその絞った内容からバックキャストするということは、大量の人が認

証を受ける必要性があるかどうか、つまり達成できればいいんだから、まず１段

階として数よりも、その認証の内容とか、何をするかっていうことの明確化と、そ

の次にもっと多くの人にとか、広げていくとかしないときっと間に合わないのか

なって、聞きながら思ったりしました。 

これから先にそれを作っていくので、なにか参考になるようなご意見があっ
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たら伺いたいと思いますがいかがでしょうか。 

〇海老名委員 

怒られるかもしれないけど、川崎市が先に取り組んでいるのだとしたら、模倣

しちゃうっていうのはどうかと。水素の取組を川崎市と一緒にやるので、隣と連

携して一緒に取り組んだり、あるいは独自性が出るものだけ大田区で取り組む

とか。 

大田区が自前で全部やる必要はないのかなと思うので、１回模倣してみて、

大田区に合わないものは逆に捨てるみたいな。 

 

〇村木会長 

今おっしゃったことすごい大事だと思います。後ろが決まってるから、１から

全部やってると時間がかかる。そうだったらさっさと先のところ、やられたところ

から使えるものは何かって考えるっていう、そういうことですよね。 

ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

 

〇山田委員 

区の環境部門では、企業さんと連携していく座組がありますが、特にその中

でも、おおたクールアクションという、環境の問題を企業に取り組んでいただい

て、それを区民ひとりひとりに、運動のように広げていこうという取組を行ってい

ます。区内の企業様１００社以上入ってきていただいていますので、そういった

企業様などにこのＳＤＧｓの話を紐づけていきながら、幅広くやるのではなく、

今みたいにターゲットを絞っていく中での企業さんとの接点の一つとしておお

たクールアクションがあると思っているので、そんなことも所管部局としては考

えていきたいと思いました。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。ここでつくったＳＤＧｓの認証制度が、区の中の他部局

と、どうやってうまく連携できるかというのも重要な話です。他いかがでしょうか。 

 

〇北村委員 

短期間の中で進めていくやり方としては、先頭を走っていただく企業さん何

社かを、選定というわけにはいかないと思いますので、なにか応援される仕組

み、補助金を使う仕組みづくりかもしれませんし、やっぱり中小企業の方が、

“Ａ社さんでもやっているんだったら、我々でもできるんじゃないか”というのは

一つの動機づけとしてあるんじゃないかと思いますので、そういうところが一つ

ヒントかなという気がします。 

 

〇大木委員 
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今のモデルケースという意味では、産業振興協会で「優工場」という、人に

優しいとか町に優しいとか、そのような工場を毎年認定しています。これは１回

認定すると５年間という期間があり、その間に様々なＰＲができるといったような

特典があります。それはわれわれ産業振興協会、また産業経済部の中で、あ

る程度町工場の皆さんに対する支援としては、メインというか本丸どころですが、

これを産業経済部の中だけではなく、大田区全体でしっかりＰＲしていくことで、

少しでも貢献できるのかなとお話を伺って感じました。 

 

〇村木会長 

どうやってアピールするかといったときに、海外と比較したときに日本の行政

体は支援が小さい。海外だとショーケースって作ると、もうみんながびっくりする

ほどお金をつぎ込むとか、そうやって発展したものを成功例として見せるとか、

ＰＲのやり方がもう少し考えてもいいのかもしれないなっていう気もしました。 

他に何かないでしょうか。こういうことをやってくれみたいなのでも結構です。 

 

〇高木委員 

今、会長のお話にもございましたけれども、やはりＳＤＧｓっていうのは共通

言語なのが一番重要なポイントだと思っています。海外の人たちにＳＤＧｓとい

うものを間に入れることで、わかりやすく我々の取組や価値を伝えることができ

る。これはぜひ一つやっていけたらなと思います。 

もう一つ、認証制度の話で言えば、先程海老名委員がおっしゃった通り、他

の先行自治体があるのであれば、そのまま持ってくるということは全然ありだと

私は思っています。 

もう一つは、あと大田区の中で行政組織の中で、認証制度を行っている部

門があれば、それを受けていることを我々のこの制度の一つの要件にするとか。

例えば「くるみんマーク」というマークがありますけれども、ああいうものを取って

いたら、うちの制度でもＯＫにするとか、そういうできる限りの簡易化と、効果的

な運用、というのは非常に重要かなと思います。 

 

〇村木会長 

ＳＤＧｓって結構幅広だから、既に持っている認証制度をこっちで受けるとど

んなふうになるのかっていうことですよね。ダブルに認証があったって構わない

わけで。とにかくいろんな方法で、認知度を上げていって参加者を増やしてい

く。そういうことかもしれないなと聞きながら思いましたが、他どうでしょうか。 

 

〇小林委員 

大田区の特徴としては仲間回しがあると思うんですけれども、要はサステナ

ビリティで考えたときって、結構サプライチェーンがすごい重要だったりします。
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仲間単位というか、仲間が仲間に対して一緒にやってみようじゃないですけれ

ども、よく大企業でもありますけど、ＣＳＲの観点で調達がああだこうだ、って言

って。それは高圧的で、良い面も悪い面ありますけれども、大田区の非常にフ

ラットな仲間で協働し合うっていうところであれば、１社だと何のことかよくわから

ないですけれども、仲間同士でそういった仕組みができるのであれば、それを

認証なのかそこに対してインセンティブをつけてあげるとかとなってくると、１＋

１よりは、２×２みたいな形で進んでいくのかな、なんて思いましたけど、そうい

う波及効果は、使いやすい特性があるのかなと思っております。 

 

〇村木会長 

産業の発展とか新しい産業を作るって考えると、チームでやることを評価し

てあげて、それを基軸に新しい産業を作るっていうのをもしできたら、とても面

白いですよね。何かありますか。 

 

〇海老名委員 

先程ＩＳＯ１４００１の話が出たんですけど、それを取っているところは逆に入

れちゃうとかね。 

 

〇村木会長 

それはありだと思います。 

 

〇磯委員 

大田区で長年やっていますと、我々商工会議所ですといろんな団体がある

んですよ。法人会とかですね。もし底辺を広げるのはそういうところでやれば早

いですよ。それのカバレッジを集めて、大田区さんが方針やるから、現実論で

すよ、仲間回しまで言ったら。現実論としてそういうとこでドンと言えばかなり広

がりますよ。かなり上に行けば、そこで広がりますよね。けど仲間回しっていうの

は否定的で、人口減少で市場が小さくなっていますから。ではなくて、もう少し

それやるなら大きな大田区の意外とそういう団体って強いので、そこへ持ってく

っていう手はあります。一つの意見です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。数を増やすのはいろいろやり方があるけれど、数がた

だ増えるだけでいいのかっていうこともある、っていうことですよね。そこからＳＤ

Ｇｓで掲げたような新しい産業の発展とか、羽田から世界に繋ぐとか、そういうこ

とをやろうとするときの認証だって言ったら、数が増えるだけじゃ違うだろうって

いうことをおっしゃったということですよね。 
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〇磯委員 

どういう産業がそれをやったら広がるか、自分のマーケットがどれだけ広がる

かという。商売人だからとりあえず自分の市場をいつも考えているんです。その

市場に自分らがいかに優位な体制で出られるかっていうのは、ビジネスやる人

の基本ですよ。そこをインセンティブにと。 

 

〇村木会長 

新しいものを作って、それを評価してあげて、それにインセンティブが付くの

であれば、みんなやりたいと。 

 

〇磯委員 

それをやるのであれば、儲かるっていう。 

 

〇村木会長 

そうですね。コンペじゃないですけど、何かをやって、それが実現化してそ

れにお金がつくとか、何かそういうことが仕組みとしてできると、おもしろそうな

感じが。今伺いながら私の頭ではその位しかいえませんけど。 

 

〇磯委員 

それに繋がるんで、例えば大田区発注のまさに入札等にプラスアルファす

るとかっていうのもあり得ますよね。それは大義名分として環境に良いんです

から。そこのインセンティブの考え方が、自分のマーケットが大きくなる自分の

商売に劇的に繋がるっていうのがもしあったらそうなら全員飛びつきますよ。 

 

〇村木会長 

やり手のメリットを作ってあげて、なおかつ、それがＳＤＧｓ上、評価できるっ

ていうのと、二つ考えて。それの仕組みを考えないといけなくて、すごく難しそう

なんですけど、急いでやらないとバックキャストだからっていうことですよね。 

 

〇磯委員 

急いでやらないと、現実には大田区の産業がどんどん減っていますから。こ

れを底上げするって意味でも、両方とも急いでやる必要あるんですよ。じゃな

いと人口減少、市場が小さくなる、狭まるっていう議論じゃ話になりませんから。 

だからそこは全員で持ち上げるという、少なくとも大田区さんが持ち上げて、

僕は産業を持ち上げるという方へ持っていきたいんですよ。 

 

〇村木会長 

わかりました。他いかがでしょうか。 
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よろしいですか。よろしければ議題３のＳＤＧｓの達成に向けた区民、企業、

関連団体等の行動変容について説明をお願いします。 

 

〇野村企画調整担当課長 

はい、議題２の事務局資料について説明させていただきます。 

資料４の事務局資料（２）になります。本議題は行政が直接的にＳＤＧｓを達

成するための取組を行うというよりは、区民の皆様１人１人の行動変容を促す

ために、行政がどのような普及啓発等の取組を行っていくべきかという内容を

見通しております。検討に先立ちまして、まず未来都市選定後に区が行ってき

たＰＲを紹介させていただきます。 

資料２ページに記載しておりますがこちらは本庁舎に掲示しました、ＳＤＧｓ

未来都市選定に関するステッカーでして、７月より本庁舎入口上の窓、それか

ら本庁舎裏側、左下の本庁舎１階エレベーターホール手前、本庁舎１階北側

の窓口にそれぞれ掲示を行っております。また資料右側にある右の登り旗は、

本庁舎の各窓口や出張所の窓口等に設置しております。 

続いて３ページになりますが、本庁舎１階の２ヶ所の大階段には、ＳＤＧｓの１

７のゴールや具体的な取組を記載したステッカーを掲載しております。また資

料の右上に、ＨＩＣｉｔｙ内のＰｉＯＰＡＲＫ前の通路ガラス窓へのポスター掲示とあ

りますが、ＨＩＣｉｔｙにはＺｅｅｐＨａｎｅｄａというライブハウスがありまして、コンサー

トがある日は数千人の観客が訪れるため、駅からＺｅｅｐＨａｎｅｄａに向かう際の

動線に面するガラスに、簡単なＳＤＧｓの取組を主催したステッカー等を掲示し

ております。また、資料左下の大田区産業プラザへの横断幕の掲示や、イベ

ントの際に横断幕を貸し出しまして、来場者にＰＲするなどの取組を行っており

ます。 

この他に資料４ページに記載しておりますが、ホームページ、ＳＮＳによる未

来都市選定の周知や、出張所を活用したＰＲなども行っております。また資料

下段に、大田区オリジナルＳＤＧｓロゴマークの作成とありますが、こちらは未来

都市選定を記念して、大田区オリジナルのロゴマークを作成するというもので

す。当初は行政側からロゴの案を複数提示しまして、それを区民の皆様に投

票で選んでもらうという形を想定しておりましたが、デザイン案の作成段階から

区民の皆さんに関わっていただいた方が、区民の皆様と一緒に作ったローマ

というイメージが強くなるだろうと考え、１０月１８日から１１月８日にかけまして、

区内在住、在勤、在学の方から、ロゴのデザイン案を募集しました。今後は作

品を３から５案程度に絞り込んだ上で、区民投票を行い、投票が最も多かった

デザインの大田区オリジナルのロゴマークとして決定いたします。現在まさに

選考過程の最中ですので、これ以上の詳細について申し上げることはできま

せんが、次回の推進会議で改めて結果をご報告させていただきます。 

こうした取組を未来都市選定後に行ってきておりますが、これだけでは区民
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の皆様の行動変容にはまだまだ不十分だと考えております。 

といいますのも、次の５ページを御覧いただきたいのですが、昨年の１１月

から１２月にかけて行った区民アンケートでは、大田区民のＳＤＧｓという言葉に

関する認知度は８３．４％。うち５１．６％は内容まで含めて知っていたという比

較的高い結果でした。もっとも、資料の右側を見ていただきますと、ＳＤＧｓを意

識した何らかの行動をしている、または行動に気をつけている、という区民の

合計割合は４２．４％であり、行動していない区民の合計割合である、４９．４％

を下回る結果となりました。さらに６ページで、この行動をしていないという人に

絞って理由を聞いたところ、具体的に何をすれば良いのかわからないという回

答が３４． ８％で最も多いという結果でした。 

先程前半の議題で小・中学生に対しては、大田の未来作りやトークセッショ

ンなど、ＳＤＧｓの理解促進に繋がる取組がありましたが、ＳＤＧｓの目標年次が

２０３０年であることを考えると、今の子どもたちが大人になるのは待つだけでは

なく、現在の若者から大人、高齢者まで、あらゆる区民に意識改革や行動変

容を促していく必要があるかと思います。 

それらに関する意見交換が本日後半の議題となりますが、意見交換の参考

に、行動変容に向けた他自治体の取組例を７ページ以降で掲載しております。 

７ページでは、左側で、２０２２年にＳＤＧｓ未来都市に選ばれた、墨田区の

例を掲載しておりますが、子ども向けのものづくりワークショップやフードドライ

ブを実施されたり、ＳＤＧｓ推進に取り組む事業者、団体を対象とした、「すみだ

未来都市共創会議」というものを開催し、高齢者向けの講演などが行われてい

ます。また資料右側の、２０２０年に未来都市に選ばれた岐阜県では、県民、

企業等にＳＤＧｓの理念や企業の先進的な取組等を紹介するフォーラムを実

施されています。 

続いて８ページをご覧ください。２０２０年に未来都市に選ばれました、大阪

府の豊中市では、ＳＤＧｓを広く普及啓発することを目的とした、オリジナルすご

ろくを作成するといった、ユニークな取組をされています。また資料右側の２０２

１年に未来都市に選ばれた江戸川区では、ＳＤＧｓ推進月間を定め、ＳＤＧｓを

知る、理解することを目的とした普及啓発イベントやＰＲ活動を実施されたり、ま

た続く資料９ページでこちらも同じく江戸川区さんの取組でして、こちらは先月

始まったばかりの取組ですが、ＳＤＧｓやＣＯ２削減に繋がる行動に応じたポイ

ントを獲得できる、ＳＤＧｓアプリを提供するというものです。こちらは取組実績

がＳＤＧｓの１７のゴールにゴール別にグラフで表示されたり、ＣＯ２削減量が木

の枝木の本数で表示される機能等を搭載するなど、非常に力を入れている取

組でありますが、ここまでの取組を行うためには非常に大きな予算も必要にな

るかと思います。 

以上、簡単に他自治体の例を紹介させていただきましたが、本日後半の議

題では、ＳＤＧｓの達成に向けた区民、企業、関係団体等の行動変容に向け、
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区がどのような取組を行うべきかという点についてご意見を伺いたいと思いま

す。 

特に高木副会長は、他自治体のＳＤＧｓ推進にも数多く携わってらっしゃい

ますので、これまでのご経験なども踏まえてご意見をいただけますと幸いです。

事務局からの説明は以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございました。 

ここから意見・質問の方に入りたいと思いますが、最初にきらぼしの北村委

員から何か資料の説明をお願いできますか。 

 

〇北村委員 

ご用意をさせていただいたのは、行動変容とか、アンケートを拝見している

中で、やはり具体的に何をすれば良いのかわからないとか、自分の生活にど

のような関わりがあるかわからない、というような記載を見た中で、きらぼし銀行

の中で行った事例でございまして、親子ＳＤＧｓ教室を開催いたしました。 

開催目的につきましては、銀行の中で仕掛けをいろいろやっているものの、

まだ足りないので何とか理解を深めてもらって、親子一緒になってしてもらって、

家族でＳＤＧｓに関する資する行動に取り組んでもらう。そのきっかけにならな

いかなと思ったところでして、土曜日、夏の小学生のですね、自由研究にも資

するのではないかと勝手に想像し、夏休みに行ったということでございまして、

もう集まるかなと思ったんですけども、数は申し込みが７組でしたが欠席等があ

ったりして最後５組でございました。 

ただ写真を見ていただくと、あの講義をしてした上で、親子が１組になって、

チームで、目標、環境と社会と経済に関する目標をそれぞれが課題を持って、

その目標を達成するように取り組んでいく。国連でも行われているゲームなの

で、先生方もしかしたらご存知の方もいらっしゃるかなと思いますが、よかった

なと思うのが、初めて会った子どもたちが、左側の２列目の絵を見ていただくと、

一緒になって協力しながら、最終的に目標を達成しようと思ってやっている。

自分の努力だけでうまくいかなくて、他者の力を借りるような仕組みになってお

り、ここは協力するからこっちは協力して、っていうような形で進んでいきますの

で、そういった交流が深められたこともよかったかなと思っていますし、正直小

学生向けではないようなレベルですけれども、親がアドバイスをしてあげること

によって、積極的に動けたというような内容になっておりまして、実際９時半か

ら１２時ぐらいまでの時間ですけども、アンケート結果を見ていただくのが一番

わかりやすいかなと思っていまして、良い評価をもらって言える内容で、親の

方から見ても子どもも大人も楽しみましたと。 

２番目のところは、こちらの狙い通りの答えを書いてくれていまして、何をし
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たらいいかわからなかったれども、どういうことをすればいいのか、何となくわか

りました、いうようなことを言ってもらえたのも良かったかなと思っています。 

親の４番のところでは夏休みの自由研究がぴったりだったということで、いく

つか仕掛けたところは、うまく感じてもらえたのかなと思った次第です。 

お子さんの方もそれぞれ、良い評価でした。小学校２年生から６年生までの

それぞれの言葉をそのまま書いていますけども、お子さんの２番目のところな

んかで言いますと、ゲームでこれからの生活に役立つようなことを勉強できたと。 

他のチームと話し合いなどをしたことから、これからの学校での友達との話し

合いにも役に立つので嬉しかったと言ってくれているので、非常にこの感想は

こちらの想像を超えるような内容で、この参加してくれた親子は、そういった活

動をしてくれているんだろうと信じているところです。来年以降もできれば続け

ていきたいなと思いますし、もっと我々が動かないと、地域のお客様に取り組

んでいただけないと思っていますので、そこの行内の普及啓発するのが、我々

のいる部署の仕事でもあるので、進めていきたいなというところです。 

もしかしたら何かヒントになることがあるのではないかと思い、急遽皆さんにご

説明をさせていただいた次第です。以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。今いただいたことも含めて、これまでご説明いただい

たところとご意見ご質問を受けたいと思いますが、いかがでしょう。 

今のきらぼしさんの説明と前半の議論から思ったのが、この市民、企業とか

行動変容って言ったときに大田区のＳＤＧｓかなり特化型で作った、その特化

型の市民参加とか企業への育成っていうことにするのか、幅広の１７ゴール全

体のＳＤＧｓをみんなで理解してくれ、って言った方に行くのか。 

スタンスをどっちに取るのかっていうのと、つっこんだＳＤＧｓをやるための企

業の参画を進めるけれども、それとは別に市民に幅広に全部教えるっていう２

本立てでいくのか、どちらでしょうか。 

 

〇野村企画調整担当課長 

事務局としましては、確かに未来都市提案は特化していましたが、未来都

市の検討の際も、これだけをやるのではなくて、１７ゴールをしっかりやっていき

ますと申し上げましたので、本日前半の議論の収束を見ていると、ある程度特

化していくのかなというふうな流れだったかと思いますが、こちらの行動変容は

ですね、本当に今の１人１人の行動も変えていきたいということで、未来都市提

案書に限らずに、全１７ゴールに関係して行動を変えていきたい。ただしもちろ

ん区民１人１人ですと、全１７ゴール全てに手がかかるかというわけじゃなくて、

自分の行動範囲によって変わってくるかと思いますので、何でもかんでもじゃ

ないかもしれないですが、今回の行動変容は提案に特化せずに、幅広く進め
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ていきたいと考えております。 

 

〇村木会長 

そのところはわかりました。意外と前半のところも大変なので、両方やれるだ

けの人的リソースとやるためのお金の方と、両方が準備できるのか、どうなのか

なと私は思いましたが、おやりになると腹を括ってくれたっていうのであれば頑

張ってくださいと、私達はみんなで知恵を出すと。 

 

〇齋藤委員 

補足も含めて。９月に海老名委員に段取りしていただいて、東京商工会議

所大田支部の方達の比較的若手の経営者の方に、ＳＤＧｓのお話をして、提

案書の話をしました。それで皆さんご協力お願いしますよ、っていう話をしたら、

そして提案書がイノベーションシティ、ものづくりが中心だったこともあり、そうじ

ゃない方、要するに福祉産業の方とかそういう方々から、我々関係ないじゃん

感があると言われて、それでいいですかみたいな話がすごくあったんです。 

区としては当然提案書で特化はある程度させていただきましたが、１７ゴー

ルを全ていうスタンスはやっぱり取らざるを得ないので、それはあるんですね。 

この間、磯委員も参加された支部全体でもうやはりお話させていただいて。

いろんな方がいるじゃないですか。そこを考えると、限定的なっていうわけにも

いかないのかなって、その辺は企業側としてはどうですかね。区民の方はもち

ろん全体となりますが、企業側のスタンスというか、我々のアプローチの仕方は

どうでしょうか。 

 

〇磯委員 

おっしゃる通りで企業側もほとんどまとまっていないというのが僕の認識です。

大田区というと、すぐにものづくり云々となるが、大田区の法人登録で２万社ぐ

らいあると聞いており、商工会議所には約２，２００社あると聞いています。その

中で果たしてものづくりが何％を占めるかっていうのは、僕はわかっていませ

ん。 

それから、今後大田区で、若い人たちももちろん、ＩＴ化も出てきていますし、

そういう産業とそれから福祉なんてものすごい今伸びていますよね。ですから、

必ずしもその限定は難しいと常々思います。何がマジョリティーか、ということは

僕には全然わかりません。ただ、僕は産業経済部の方に聞きたいのですが、

間違いなく今はサービス産業の方が多いのではないかと思っています。ものづ

くりだけではないような気がします。 

 

〇大木委員 

直近の経済センサスでは、製造業は大田区の中で３,５００～３,６００弱くらい
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といわれています。もちろん全てを拾い切れているわけではないので、それで

全てではありませんが、磯委員がおっしゃった通り、区内の事業者が２万～３

万ある中では、製造業が必ずしも一番多いということではありません。 

ただ区内の中一番稼いでいる業種は何かというと、間違いなく製造業です。

付加価値の高い部分を担っているのは製造業の皆さんなので、そこにアプロ

ーチしていく必要があると感じます。 

一方で、どこまで広く知らしめていくかというところは、これは事業者に限らず

区民の皆さん１人１人に意識を高めていただくことは、底上げという意味でやっ

ていく必要があると思います。先程村木会長からも、お金も人もかけられます

かという話もありましたが、ここは大田区として本気でやっていくというところを、

しっかり見せていく必要があると個人的には思います。 

ただ、限られた予算や人員の中でどこまでできるかっていうのはあるのかも

しれませんが、メリハリをつけてしっかりとアピールしていくことは、しっかり取り

組んでいくべきではないかと思っています。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。他何かありますか。 

 

〇海老名委員 

尖ったものをやっていくとなると、最近、電気の可視化をしたいということで、

富士電機という会社が、トヨタ自動車とあとデンソーと一緒に何か作った仕組み

があります。 

そのときに経産省が進めている、ＧＸリーグという大企業中心の取組があっ

て、そういうような、ＣＯ２排出を減らすことを大企業が取り組む中で、同じような

ことがないと中小企業にも仕事が落ちてこなくなる時代が来るっていうようなこ

とを、早めに我々中小企業の全体がわからないと、このＧＸも将来のビジネス

ですよね。それに取り組んでないとビジネスに負けるということを、ある程度前

提で考えたらいいかな。これを中小企業版にどのように落とし込んで大田区で

やるかということだと思います。水素の活用も、今は価格が高くて経済性では

使えないですが、それに取り組むことでＣＯ２排出量はこれだけ減って、それ

がビジネスになりますといったように、２０３０年までに、どう目指すかということを

経産省と一緒にやるとか。水素の価格を下げるなんていうことは、大田区だけ

ではできないので、何かそういうような取組をした方がいいのではないかと思い

ます。以上です。 

 

〇山田委員 

大田区単体では、できないと思います。これはこの間も去年もずっと議論が

あったと思います。国や大学などで、そういったところでステージがまさに羽田
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ということでずっと議論が進んできたので、今あったお話については、私も賛成

です。 

あと企業と区民というところで、大きく二つ話があると思いますが、前者につ

いては、広く俯瞰するとこのデジタルの時代で、どんどんＤＸが進んでいるので、

これはずいぶん前から言われていますが、まさにそういったところも我々はしっ

かり取り組んでいかなきゃいけないですけど、ＧＸリーグの中をより大田区版に

落としていくと、地元の自治体である大田区と、あとは例えばデジタルですごく

尖っている企業などと。もちろん成功したらいいですが、失敗したとしても絶対

に何か経験値が残るので、それを次に生かせばいいということで、私はＤＸを

絡めたＧＸを攻めるべきだと思っています。 

あともう一つの区民の行動変容の話については、会長からもお金と人の話も

ありましたが、当然、お金をかければできると思いますが、既存の事もたくさん

取り組んでいるので、例えばそれもうまく生かすことができればいいなと思って

います。一例ですが、この間、製造工場のお祭りのような催しがあり、そこで古

着の回収をやりましたが、非常にたくさん集まりました。今は行政回収もやって

いますが、古着は、サプライチェーンがすごく長い業界で、飛行機と航空業界

とか海運業界の全てを足したよりも、アパレル業界の方がＣＯ２をたくさん出し

ている、ということを環境省のホームページで見たことがあります。例えば区民

の方に自分ができることを、楽しく気軽にできるようなことを行政が振り向けてい

く。それは新しい事業でもいいと思いますが、既存の事業をもっとうまくＰＲすれ

ば、これなら自分でもできるかもしれないといったように、広がっていくと思いま

す。それが行動変容に繋がっていくということを考えると、今ある事業をいかに

リニューアルするかということが、一つ大きな視点になるのではないかと聞いて

いて思いました。以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。そうやって幅を広げると、いろんな形で市民の参画っ

ていうのはある。だけどもう一つ、先程の前半の話と後半の話をどうやって重ね

るのかっていうのもすごく大事なことで、磯さんが、業界がものづくりだから関係

ないところがいっぱいある、っていうところの話をしてくださった。 

関係ないと思われている方が、関係あるようにするにはどうするかです。つま

り、ものづくりがターゲットになっている。けれども、ものづくりじゃない人たちが、

その大田区のＳＤＧｓの政策の中で、どうコミットすると自分たちにメリットがある

というものを作っていけるか。そのための行動変容とか、考え方とか新しいビジ

ネスとか、それが作れる話になると、すごく素晴らしいですよね。それを作るた

めの仕組みみたいなのが何か、できるといいなんて今聞きながら思いました。

すぐに私がこんなのがあるって言えませんが、それをみんなで模索できるとい

いなと、聞きながら思いました。そうすると他の区のやっていることとも違うし、と
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ても大田区らしいものができる気がします。 

みんなでもっとこんなこと考えたらどうかみたいなことがあればと思いますが、

いかがでしょう。 

 

〇磯委員 

おっしゃる通りで、ものづくり、ものづくりと色々なところで言っていますが、自

分の周りにも違う人はものすごく増えてきています。だから、いかに今言ったよ

うに、大田区のものづくりが出荷数多くて産業に寄与するだとか、どうすればサ

ービス産業に参画できるのか十分議論していただきたいです。 

それともう一点そもそも論を言いますと、特にＤＸです。中小企業でＤＸって

何ってわかっている人が意外と少ないです。企業をデータベース化しなきゃ駄

目です。よく言う、先輩の職人の背中を見て仕事を覚える時代じゃないですよ

ね。全部データベースベース化すれば、次世代に全部伝えられるじゃないで

すか、そのデータベース化を完全にしていれば、マーケットがどんどん広がり

ますよね。そのやっている方に知識がないですから、大田区さん側としても、ま

ずそこの自社の特徴をいかにデータベース化するかということが、一番の我々

商工会議所がやっているところの肝だと思っています。なかなか自分の会社を

データベース化するっていう、知恵がありません。でもそれをしないと、大田区

の今後の産業、僕はないと思います。やっぱりもうぼちぼち先輩のやり方を背

中から見て盗めという時代じゃないですよね。ですから、そういうデータベース

化するということを皆さん方のお知恵をいただいて、自分の会社のデータベー

ス化をして自分の会社の良さを広くアピールしたらどうですかね。それは当然

もっとＳＤＧｓに反映できると思います。以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます他いかがでしょうか。 

 

〇大木委員 

先程GＸリーグの話が出ていたので、インターネットで調べてみましたが、Ｇ

Ｘリーグが提供する四つの場があり、その一つ目が自主的な排出量取引の場、

二つ目が市場ルール形成の場、三つ目がビジネス機会の創造共有の場、四

つ目が参画企業間の交流の場、となっています。これは、今まさに大田区でＳ

ＤＧｓを進めていくときに事業者にとって必要な場なのではないかという気がし

ました。ただ一方で、ここに入っているメンバーを見ると、日本の大手企業が非

常に多いので、そこに区内の中小事業者の方々がどのように入っていくことが

できるか、単体でいけるのか、グループでいけるのか、それとももう少し違う形

を作るのかということを、研究させていただけるとありがたいなと思います。どこ

まで次回にご提供できるかわかりませんが、可能性を探ってみたいと思います。
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先程から話が出ている通り、せっかくそういう場ができているのであれば、そこ

を使わない手はなくて、大田区で一から全部新しく作っていたらとても間に合

わないので、ＧＸリーグの研究をしてみたいなと思います。 

 

〇村木会長 

はい、ありがとうございます。ぜひお願いしたいと思います。他ご意見いかが

でしょうか。 

 

〇藤原委員 

先程話のあった行動変容については、私もいろんなエリアを担当していまし

て、共通の課題だなと思っています。いかに一般の人と企業が、それぞれ自

分事としてどう行動を変えていくかっていうのが大事ところで、なかなか答えが

ないその中でやっています。 

その中でひとつ、我々の事例で報告させていただくと、弊社からの学校教育

の支援というのを昔からやっていまして、特に子どもたちにいろいろな形で、最

近であれば脱炭素であるとか、そんな教育をして、まず子どもたちにそういうこ

とを理解してもらうということをやっています。ただそれで授業でやるだけじゃな

く、その中で生徒にこういうことをやるという宣言をしてもらう。そこまでもやって

いますが、今はどうやっているかというと、それを家に持ち帰って、親御さんとこ

ういうことをやったというのを共有してもらい、その内容をＷｅｂで親御さんも含

めてアンケートで報告してもらう、というところまでやります。 

そうすると、ただ子どもたちが学んだだけではなく、親が子どもたちが何を学

んできたのかを聞いて、こういうことを子どもたちがやるんだねっていうことまで、

アンケートをもらうと少なくても親御さんまで我々教えて内容が行き渡る。子ども

たちはある程度、ＳＤＧｓを授業でも習うのが当たり前になっていますけど、

我々世代は、まだまだＳＤＧｓって何、っていうふうなところを、どう親御さん世代、

さらにその上の世代にすり込んでいくかっていうのは、一つポイントになるかな

と思います。 

我々はガスの仕事をやっているので、ガスの安全点検などで、お客さんのと

ころに行きます。そのような点検の際に、在宅しているお客さんに、どう伝えて

いくかっていうことが、我々としてもできるかなと聞いていて思いました。 

企業のところは、我々もどうこれから脱炭素に向けて、という中での行動変容

をしていくかというのは、具体的なアクションの中で企業さんに対してどう診断

をしていくかみたいなこともあるし、それぞれの世代に対してどうしていくのかっ

ていうのはできるかなと。先程おっしゃったものづくり以外の企業も考えていま

したが、エネルギーを使うのは、どこの企業であっても同じですし、そのあたり

から、何か共通のネタをうまくＰＲしていくっていうことが一つ課題としてでもでき

るところかなと思います。以上です。 
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〇村木会長 

ありがとうございます。共通のネタとして何をつくるか、ですね。他ご意見い

かがでしょうか。 

 

〇齋藤委員 

今の藤原委員の大変貴重なご意見ありがとうございます。それで今のお話

でもあるように、特に企業さんじゃなくて、一般区民の方への啓発ということに

なると、きらぼしさんがやったような、一つのところに集まってやる方法もあるで

しょうし、それと同時に日常生活の中で何かできることじゃないと広がっていか

ない可能性もあるかと思います。例えば東京ガスさんの給湯器について環境

に優しいものに取り替えだとか、そういう機会にＳＤＧｓを意識してもらうとかです

ね。普段の生活がそのままＳＤＧｓに結び付いているという啓発、仕掛けを少し

考えないといけないなと感じました。そういうところでもご協力をいただければと

のことで、包括連携協定をさせていただいたということもありますし、そうしてい

くことが重要だなと感じた次第です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

 

〇山田委員 

この間の議論にあったように、産業の中でも、ものづくり以外もたくさんあると

いう中で、区民と何が共通かなと考えたときに、今うちで取り組もうとしている一

つに、食べ物があります。ご飯は誰でも食べますし、区民の方にとっても、一番

身近なもので、企業の中にも、いろいろな技術とかアイディアを持って、食べ物

の加工や今までないような新しい食品残渣の使い方を考えるところもあります。

食べ物は、区民と企業を繋いでいく。それをどう大田区らしさや地の利を生か

したものを繋げていくのか。羽田のような世界と繋がる場所で、そういった共通

ネタで新たな展開ができないか、それが新ビジネスになればもっといいというよ

うなところもあると思います。区内には幸いにして、いろいろな学校もありますし、

有名な栄養学校もあるので、例えばそのようなところと提携することも考えられ

ます。学校給食でも食品残渣は出ていますので、環境の方としても、そこは今

後頭使って考えていきたいと思いました。以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。他何かありますでしょうか。 

 

〇高木委員 



28 

藤原委員がおっしゃってくださった共通の項目。これを切り口にしていくって

アプローチは非常に重要だと思います。 

我々ものづくりを中心にした提案をしていますけれども、例えば環境の側面

であれば廃棄物の削減や、女性の管理職の比率を高める、また働きやすい職

場を作る、この辺り社会の側面ありますので、未来都市のこの尖った提案もうま

く中心に位置付けながら１７目標に、幅広にきちんとアプローチしていることを

見せるストーリー。これを作っていくっていうのはやっぱり一つ重要なことだと思

います。 

一方でせっかくアンケート結果を取っていただいたので、それに即してお話

を差し上げますと、まず具体的に何をすれば良いかわからないっていう回答が

３４％と非常に多かった。これは亀岡市という京都の自治体では、市の職員が

この場面、例えば広報の資料を作るとか、そのときに一体何をすればＳＤＧｓに

貢献できるのかというのを示したチェックリスト、点検リストのようなものを作って

公開し、それを市の職員が使っています。同じように例えば企業の方のこの場

面であれば、こうできますよっていう具体的な例を我々が示していく、もしくは

皆さんから意見を募って、まとめて示していくことは非常に重要だろうと思いま

す。 

続いてＳＤＧｓが何を意味するのかわからないという回答もその次に多かった

です。これについて同じく亀岡市では、市内の風景を写真で撮影して、その撮

影した写真の中で、一体どういうＳＤＧｓの要素があるのかをみんなで探してい

くというような、「ＭＩＪＩ－ＳＵＳ」っていうツールを使って、住民の方にＳＤＧｓを広

めようとしています。これはどういった貢献があるのかだけでなく、逆にＳＤＧｓ

の観点で見たら、どういった改善ポイントがあるのか。これも一緒に示していく

ようなツールを使っています。 

近くで言うと日本航空さんが「かくれナビリティ」っていうのをやっていて、こ

れは日本航空さんの事業の中で、こういう隠れたサステナビリティの要素があり

ますよ、っていうのを機内誌で紹介している。こう具体的にあるべき姿みたいな

ものとか、点検リストみたいなものを示していかないと、なかなか行動には繋が

らないのかなと感じます。 

もう一つだけ、一歩進んで岡山県の瀬戸内市では、邑久高校という県立高

校の方々が市の職員にインタビューをして、例えばＡという政策を行ったら、Ｂ

というマイナスの影響、これはトレードオフって言いますけど、負の影響が発生

してしまうみたいなことを、カードゲームにして取り組んでいる、そんな事例もあ

ります。ＳＤＧｓのいろいろなものが繋がっているっていう、この特徴をうまく捉え

たような取組も一つ進めばできるのではないかなと思いました。以上です。 

 

〇村木会長 

ありがとうございました。他にご意見とかご質問とかありますでしょうか。 
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事務局から何かあります。こんなふうに聞きたいとか。 

 

〇野村企画調整担当課長 

今のカードゲームの取組のご紹介をいただきましたし、きらぼしさんの親子

の取組をご紹介いただきまして、大田区は区立小中学校を管轄しております

ので、我々もどちらかというと子どもの方がアプローチしやすいかなと思ってい

ます。ただ高齢者の方には、なかなか情報を届けることが難しく、もしかすると

子ども以上に考えを変えるのが難しいのではないかというような、個人の声も

聞きます。ただ２０３０年を考えますと、高齢者の方も含めてしっかり変わってい

かなければいけないかと思いますので、どうやったら届けることができるか、どう

したら共感していただけるかということで、もしいいアイディアがあればいただき

たいです。他自治体でも子ども向けのものはよく見ますが、なかなか高齢者向

けの方は見かけないです。もしアイディアがいただけますと大変助かります。 

 

〇村木会長 

高齢者の方に関してアイディアがないか、いかがでしょうか。 

 

〇海老名委員 

大田区がサポートしている介護のセミナーがあります。先週土曜日にうちの

社員向けに会社でやっていただきましたが、このようなセミナーなどとリンクして、

ＳＤＧｓの視点を入れる。健康年齢をどれ位維持するかっていうところ。介護を

すると、仕事を辞めなければいけないという逆の発想が出てきますが、仕事を

継続しながら、どのように介護と付き合うかということが真意である、というような

お話をしてくださったりするので、高齢者の介護に取り組む中で、一緒にそうい

う視点を入れていくのは、いかがでしょうか。 

 

〇磯委員 

自分は経営者なので働いていますが、一般的に僕の世代は、大体１２～３

年前ぐらいでリタイアしています。大体僕らは６０年定年で、２～３年後会社に

行って６２歳くらいで定年になっているのは我々だけの世代ですから多いです。 

家に入ると一気に高齢化もするし、考え方も後退するので、高齢者を外に出

すことが大事です。高齢者同士の繋がりはありますが、でも多分それはプラス

にならないです。若い人と高齢者が議論しなければ、高齢化社会は成り立た

ないと思います。自分が高齢者だからわかります。なので、いかに高齢者を外

へ引っ張り出すかということが最大のテーマだと思います。これも自分が高齢

者になってわかる話です。大田区としては高齢者にまず外に出てもらうことで

す。若い人たちとＳＤＧｓの議論をしようよっていうのは、むしろ高齢者は真面目

なので、出てくるのではないかと思います。 
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〇村木会長 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

 

〇齋藤委員 

先程区民の日常生活における個人の行動変容がＳＤＧｓに結び付くというよ

うなアプローチも必要だと申し上ましたが、まさに今、大田区で取り組んでいる

福祉の事業、介護予防、健康作りなどは、ＳＤＧｓで言えば、目標３の「全ての

人に健康と福祉を」にあてはまります。なので、既存の事業が結果的にそれを

やることによってＳＤＧｓになるという、そういうアプローチの仕方をすれば、それ

がそのまま行動変容になるわけですから、わざわざ何かを構築するというと非

常に時間もかかるし手間もかかるということもありますので、今の事業や位置づ

けをするっていうことが重要なのかなと感じた次第です。２０３０年まで時間がな

いということもありますので、今の仕組みをうまく活かしながらやるっていうのも

一つの方法かなというのを感じました。 

 

〇村木会長 

そうすると結局今やっていることをどれに当てはめるかという、多くの行政体

でやられている総合計画をＳＤＧｓに例えたもの。あれだと総合計画に関連す

ることをデータで取っているから、それをそのまま使っているっていうケースが

あるので、簡単に片付けようとするとそういう手がありますよね。 

どうしても大田区として、この後やってくべきことっていうことに注力するって

いうのも一つの方法かなという感じもします。何か他にありますでしょうか。 

 

〇高木委員 

今やっておられる例えば健康事業で散歩とかそういったものを高齢者の方

にやっていただく取組があれば、例えばゴミ拾いの清掃イベントなどとうまく連

携させて、環境課題とその健康の課題を同時解決するような取組にしていかな

いと、今までやっていたことと、ＳＤＧｓ入っても変わらないよね、という議論にな

ってしまいがちかなと思います。 

この同時解決、複数の課題、もしくは分野の異なる課題との繋がりを意識す

ることが、すごく大事なスパイスなのかもしれないなと思いました。 

 

〇村木会長 

今おっしゃったのって、今ある行政のやられていることの他の目的が何があ

るかっていうのを探るっていうことですかね。他に何がありますでしょうか。他い

かがでしょうか。 

〇山田委員 
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今の副会長の意見がすごいいいなと思いました。何かやることと同時に、違

うことも解決する。高齢者にどう伝えるかという話がありましたが、持続可能とい

うことを考えると、世代間交流も入ると思います。例えば、今小学校や中学校で

は、ＳＤＧｓの授業をたくさんやっているので、そこに高齢者の方に来ていただ

き、子どもたちと話す中で、ＳＤＧｓのことを自然と理解をしていただいて、副会

長がおっしゃったようなところにも繋げていくようなことも考えられるのではない

かと思います。高齢者へのアプローチを考えると、どうしてもまず高齢者だけを

見てしまいますが、子どもたちといったように、その前にワンクッション置いてア

プローチすることも、一つやり方としてあるのではないかと思いました。以上で

す。 

 

〇村木会長 

ありがとうございます。高齢者は高齢者だけでまとめると元気がなくなるから

というご意見もあります。磯委員のご意見を考えながら、ぜひやっていただけれ

ばと思います。 

他は何かありますか。特にご意見がないようですので、少し時間が早いです

がよろしいですか。それではありがとうございました。議題は以上です。マイク

は事務局へお返しします。 

 

４ 今後のスケジュール 

〇野村企画調整担当課長 

村木会長ありがとうございました。では最後に事務局から今後のスケジュー

ルについて説明させていただきます。 

第３回大田区ＳＤＧｓ推進会議は、令和６年１月２２日月曜日の１６時から１８

時、場所はこの２０１、２０２会議室を予定しております。議題としましては、２つ

目の大田区オリジナルＳＤＧｓロゴマークですね。こちらはそのあたりは決定し

ている予定ですのでご報告と、あと一つ上目に、ＳＤＧｓ未来都市計画の推進

についてとありますが、こちらにつきましては本日のご意見を踏まえまして、前

半の議題の方は事務局が思っていた以上にいろいろな角度からご意見が出

ましたので、しっかり準備連絡で検討を進めてまいりたいと思いますのでその

状況の報告等ですね、まず先程ＧＸリーグの検討なんかも情報があれば報告

させていただきたいと思いますので、そういった形で検討を進めさせていただ

ければと思います。 

以上を持ちまして、令和５年度第２回大田区ＳＤＧｓ推進会議を終了とさせて

いただきます。皆様ありがとうございました。 


